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研究内容 
地下構造をイメージングする探査技術や、地下で生じる動きを捉えるモニタリング技術の開発を行っている。これらの技

術を用いて、(1) CO2地中貯留や資源エネルギーに向けた探査、(2) 地震断層、火山といった防災へ向けた探査、(3) 深海域
や、月・火星などのフロンティア域での探査を行っている。 
CO2地中貯留では、(i) 低コストで連続的に貯留層をモニタリングするシステムの開発や、(ii) 数値計算で天然岩石内の流

体挙動を推定する「デジタル岩石物理」の開発、(iii) CO2鉱物化など、新しいCO2貯留に向けた研究を行なっている。 
 
学歴 
平成10年4月～平成14年3月   早稲田大学理工学部環境資源工学科 
平成14年4月～平成16年3月   東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻修士課程 
平成16年4月～平成19年3月   東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻博士課程 
 
職歴 
2007 (Apr) ‒ 2007 (Aug): （独）海洋研究開発機構 ポストドクトラル研究員 
2007 (Sep) ‒ 2012 (Mar): 京都大学大学院工学研究科 助教 
2009 (Feb) ‒ 2010 (Jan):  スタンフォード大学 客員研究員 
2012 (Apr) ‒ 2017(Mar): 九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 准教授 
2013 (Jun) ‒ 2022 (Mar): 九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 部門長 
2017 (Apr) ‒ 2022 (Mar): 九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 教授 
2017 (Apr) ‒ 2022 (Mar): 九州大学工学研究院 地球資源システム工学部門 教授 
2020 (Apr) ‒2021 (Mar): 九州大学工学研究院 地球資源システム工学部門 部門長 
2022 (Apr) ‒ present:     東京大学大学院工学系研究科システム創成学専攻 教授 
 
その他の経歴 
2004-2007:   ラモント・ドハティ地球物理学研究所（スタッフサイエンティスト）  
2008-2014:  （独）海洋研究開発機構 客員研究員 
2008-2012:  関西大学 非常勤講師 
2010:     Integrated Ocean Drilling Program (IODP) Exp. 327 共同首席研究員 
2019 ‒2021: 京都大学 防災研究所 客員教授 
 
委員会 (一部) 
環境省/経産省 CO2貯留適地調査事業 有識者委員  
文部科学省 災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）に関する外部評価委員会 
文部科学省 火山機動観測実証研究事業に係るアドバイザリーボード 
 
受賞 
2005:  日本物理探査学会 奨励賞  
2013:  日本物理探査学会 奨励賞 
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2015:  日本地震学会 若手学術奨励賞 
2015:  日本地質学会 小澤儀明賞 
2016:   文部科学大臣表彰 若手研究者賞 
2016:   Highly Cited Research Award from Tectonophysics, Elsevier 
2017:    日本地質学会 Island Arc賞 
2019: International Union of Geodesy and Geophysics (IUGG）Early Career Scientist Award 
2020: 西日本文化賞（奨励賞）                          など 
 
論文など 
・ 約166編の査読付論文を出版 
・ 120回以上の招待講演 
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現在の主な研究テーマ 
1. CCS、地熱、石油ガス開発における連続モニタリングシステムの開発 
2. 地震断層や火山内部構造のイメージング、モニタリング、モデリング 
3. 地下のダイナミックな挙動をナノスケールからフィールドスケールでモニタリング（多相流挙動、鉱物溶解プロセ

ス、鉱物化プロセス） 
4. 地球科学、社会活動、工場操業の最適化に向けた機械学習の導入 
5. 月、火星、タイタンなどの地球外環境での探査技術の開発 

 
学会など 

Society of Exploration Geophysics of Japan (SEGJ), The Geological Society of Japan (GSJ), Seismological Society of Japan 
(SSJ), The Society of Materials Science, Japan (JSMS), Japan Geoscience Union (JPGU), The Mining and Materials 
Processing Institute of Japan (MMIJ), Society of Exploration Geophysists (SEG), American Geophysical Union (AGU), Global CCS Institute, 
European Geophysical Union (EGU), InterPore etc. 

 


